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【アブスト】 

本研究では高解像度のΛCDMシミュレーションに基づいたGRUMPY銀河形成モデルを使用し、MWサイズハローの衛星矮小銀河の物質密度とその質量の形成史を調査した。得られた結果
は、観測されたMWの衛星矮星銀河の密度推定やその質量形成がΛCDMモデルと一致していることを示している。また、多くの衛星銀河の質量はz ⪎10のMWのprogenitorの質量と同等である
が、これらは初期の時代にMWのprogenitorから遠く離れて存在していたため、mergerのチャンスはなかった。

【オリジナリティ】 矮小銀河の観測とGRUMPYモデルの比較【ゴール】 　ΛCDMモデルの検証  

【結果】 

・図1:𝑀tot(< 𝑟1/2)と の関係
   →モデルが観測された衛星の𝑀tot (< 𝑟1/2)と を概ね再現
・図2:𝜌tot ( < 𝑟1/2 )の測定値
   →モデルが𝑀tot (< 𝑟1/2)と𝜌tot (< 𝑟1/2)を概ね再現
・図3(上):MWサイズのホストと衛星銀河のハロー質量の進化
   →後期で衛星銀河のハロー質量は大幅に減少
・図3(下):距離の進化
   →早期の段階でprogenitor同士のmergerは起きなかった
・図4:最大のハロー質量比が発生した時点での距離
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【ロジック】 

 ・シミュレーション:

Caterpillar（Griffen et al. 2016）のN体シミュレーション で衛星銀河をモデル化
GRUMPY銀河形成モデル
半質量半径r1/2を使用し、𝜌tot ( < 𝑟1/2 )を推定
暗黒物質の密度プロファイルとしてNFW、Read et al. (2016)、Lazar et al. (2020)

・観測:矮小銀河のVバンド光度、半光度半径R1/2、速度分散を使用(表B1)

𝑀totを推定

 (2)    Wolf et al. (2010)Mtot,NFW ( < r1/2) = Mdm,NFW ( < r1/2) +
1
2

M⋆

【コメント】 　
  ・図2に関して、 のサンプルが少ないように感じた。M⋆ > 105M⊙
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